
　桜と花粉が舞う今日この頃、会員の皆様はどう

お過ごしでしょうか？私は最近、おいしいコー

ヒーを淹れることが趣味で、家族に振舞い仲を深

めております。

　さて、昨年末から#岡山旋風に関するニュース

を耳にする機会がありませんでしたか？私の地

元津山市出身お笑いコンビの某漫才大会優勝か

ら始まり、高校駅伝、全国高校サッカーなど岡

山県勢の活躍がテレビやSNSを騒がせていました

ね。そして、皆さんの記憶にも新しい岡山県の

大イベント、第35回岡山県作業療法学会『岡山

県作業療法士会の伝統と革新』が3月19日にオン

ライン開催され大盛況のうちに終了いたしまし

た。今回、学会実行委員長として携わらせてい

ただき、企画運営では学会サポート委員をはじ

め、たくさんの会員の皆様にご協力をいただき

ました。そして当日は、学会へご参加いただい

た皆さまの鳴りやまないシッティングオベー

ションで無事に終えることができました。学会

企画、準備、運営に携わっていただいた皆様、

参加者の皆様にこの場を借りて感謝申し上げま

す。学会を通じて作業療法を必要とする方の笑

顔に繋がることを期待しています。

　さて、新型コロナウイルス感染症との闘いも３

年を経過しました。政府は令和５年５月８日から

感染症法上の新型インフルエンザ等感染症に該当

しないものとし、５類感染症への位置付けへと方

針決定がなされました。これからは、感染症への

正確な基礎知識や最新の知見を共有して、“正し

く恐れ”、感染症と“共生”していく段階へ進ん

でいきます。これまでは県士会主催の研修会はオ

ンライン形式が主でしたが、ルールを守り集合研

修が再開できるよう、今後、取り組んでまいりた

いと思います。続いて令和6年4月には医療保険の

診療報酬、介護保険の介護報酬、障害保健福祉の

“トリプル改定”が予定されています。詳しい情

報は保険部から改めて情報提供されますのでご確

認ください。

　今年度も色々な変化が予測されますが、岡山県

作業療法士会員一丸となり岡山（OT）旋風を吹か

せて行きましょう！

岡山県作業療法士会　理事　牧　卓史

第35回岡山県作業療法学会　実行委員長

まだ続いてます！　岡山旋風
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桜と花粉が舞う今⽇この頃、会員の皆様は
どうお過ごしでしょうか？私は最近、おいし
いコーヒーを淹れることが趣味で、家族に振
舞い仲を深めております。 

さて、昨年末から#岡⼭旋⾵に関するニュ
ースを⽿にする機会がありませんでしたか？
私の地元津⼭市出⾝お笑いコンビの某漫才⼤
会優勝から始まり、⾼校駅伝、全国⾼校サッ
カーなど岡⼭県勢の活躍がテレビや SNS を騒
がせていましたね。そして、皆さんの記憶に
も新しい岡⼭県の⼤イベント、第 35 回岡⼭
県作業療法学会『岡⼭県作業療法⼠会の伝統
と⾰新』が 3 ⽉ 19 ⽇にオンライン開催され
⼤盛況のうちに終了いたしました。今回、学
会実⾏委員⻑として携わらせていただき、企
画運営では学会サポート委員をはじめ、たく
さんの会員の皆様にご協⼒をいただきまし
た。そして当⽇は、学会へご参加いただいた
皆さまの鳴りやまないシッティングオベーシ
ョンで無事に終えることができました。学会
企画、準備、運営に携わっていただいた皆
様、参加者の皆様にこの場を借りて感謝申し
上げます。学会を通じて作業療法を必要とす
る⽅の笑顔に繋がることを期待しています。 

さて、新型コロナウイルス感染症との闘い

も３年を経過しました。政府は令和５年５⽉
８⽇から感染症法上の新型インフルエンザ等
感染症に該当しないものとし、５類感染症へ
の位置付けへと⽅針決定がなされました。こ
れからは、感染症への正確な基礎知識や最新
の知⾒を共有して、“正しく恐れ”、感染症と
“共⽣”してく段階へ進んでいきます。これま
では県⼠会主催の研修会はオンライン形式が
主でしたが、ルールを守り集合研修が再開で
きるよう、今後、取り組んでまいりたいと思
います。続いて令和 6 年 4 ⽉には医療保険の
診療報酬、介護保険の介護報酬、障害保健福
祉の“トリプル改定”が予定されています。詳
しい情報は保険部から改めて情報提供されま
すのでご確認ください。 

今年度も⾊々な変化が予測されますが、岡
⼭県作業療法⼠会員⼀丸となり岡⼭（OT）
旋⾵を吹かせて⾏きましょう！ 
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まだ続いてます！ 岡⼭旋⾵ 

岡⼭県作業療法⼠会 理事  牧 卓史 
第 35 回岡⼭県作業療法学会 実⾏委員⻑ 
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学術部発達障害部門 
『青年期の発達障害はそれ以前の作業療法が大事！』            2023 年 1 月 22 日 

若松かやの先生（特定非営利活動法人カヤノコ）をお招きして、『青年期の発達障害はそれ以前の作業療法

が大事！』というテーマでご講演頂きました。参加者は岡山県作業療法士会員 25 名、県外会員 3 名、他職種

1 名、学生 1 名で合計 30 名の参加でした。  学術部 副部長 森川芳彦（川崎リハビリテーション学院） 
【参加者の感想】 
発達障害を持つ子供たちの「できる」の可能性を信じて働きたいと思いました。こちらがなんでも手を差し

伸べすぎるのでなく、その子が出来そうなことは何かを考え、それができる環境を準備、多くの経験を小さい

頃からしていく事が大切だと学びました。青年期から関わる事は難しいと伺いましたが、先生が言われた様に

「療育は終わらない」からこそ今に至るまでの本人はどんな子だったのかを知り、今、将来を一緒に考える事

ができる者になりたいと思いました。        吉川明希（創心會 訪問看護リハビリステーション） 
 

子ども地域支援委員会   

『保育士-作業療法士の合同事例検討会』                 2023 年 2 月 1 日 

保育士と作業療法士とで合同事例検討会を開催しました。グループワーク形式で、お互いの視点を参考

にし合いながら、事例を通じてアセスメントや支援方法についてより幅広くかつ深く学び合うことを目的

にしました。         子ども地域委員会 委員長 森川芳彦（川崎リハビリテーション学院） 

＜保育士の感想＞ 

・実際に困り事を共有することで色々な意見を聞くことができ勉強になりました。 

・子どもの事例だけでなく保育者の思いも考えてくださり、ありがたかったです。 

・色々な視点で事例について解決策を出してくださるのは、とても勉強になりました。 

＜OT の感想＞ 

・保育士の先生方の環境や意見を教えて頂けて勉強になりました。 

・今回、その子の求めていることは何か、どんな気持ちなのかを想像できて良かったです。 

・保育士の先生の子どもに対する熱い思いを感じることができました。様々な立場の方の考えや思いを聞くこ

とができ勉強になりました。    

 

認知症支援委員会 

『認知症の方に対する作業療法実践事例の報告とグループワーク』     2023 年 2 月 4 日 

 今年度の GP 報告会研修会は発表者 3 名、聴講者 1 名の先生方にご参加いただきました。

少人数の参加でしたので、より活発で具体的な討議ができました。研修会終了後のアンケートで

も大変満足と回答された方がほとんどでした。 

領域や経験年数を問わず、多くの会員の参加をお待ちしております。 
GP 報告会について案内の動画を作成しております。右の QR コードよりご覧いただき、

ぜひ GP 報告会について知っていただければと思います。 

認知症支援委員会 委員長 大森大輔（北川病院） 
 

学術部老年期部門 

『多職種で関わる心不全』                       2023 年 2 月 7 日 
寺井先生（薬剤師）、神野先生（作業療法士）をお招きして、『多職種で関わる心不全』というテーマで研修

会を開催しました。寺井先生には『心不全とリハビリテーション薬剤』、神野先生には『心臓リハビリテーシ

ョンにおける作業療法士の役割』についてご講演頂きました。 
学術部 副部長 牧 卓史（さとう記念病院） 

【参加者の感想】 
作業療法士と薬剤師双方の視点で心疾患について考えることができました。神野先生（作業療法士）は、疾

患の基礎知識からフィジカルアセスメントについて、臨床経験や実体験を踏まえて講義くださりとてもイメー

ジしやすかったです。寺井先生（薬剤師）は、ポリファーマシー（多剤併用）と処方カスケードの関係につい

て、リハビリ薬剤の視点からの講義は、自分にない視点が多くとても勉強になりました。夕方開催であり、参

加しやすかったです。ありがとうございました。              堀内祐樹（さとう記念病院）  

GP 報告会案内動画 

活動報告    

2

一般社団法人　岡山県作業療法士会ニュース　No.1332023年4月15日発行



一般社団法人岡山県作業療法士会ニュース No.133   2023 年 4 月 15 日発行 
 

 3

腰や膝の痛みについて 自動車運転と加齢の影響 

保険部・訪問リハビリテーション振興委員会 

『訪問リハビリテーションに関する制度理解と令和 6 年度改定に向けた準備』 
2023年 2月 21 日 

今回の研修会は、保険部より「制度」というテーマを軸にして訪問リハビリテーション振興委員会と共同で

研修会を開催したいとの提案より実現しました。訪問リハとしては、毎回制度改定で肝を冷やすようなことも

起こりますが、来たる令和 6 年度の制度改定に向けた心づもりをしていただくという意味でも非常にいい研

修会になったと思います。講師は、（一社）日本作業療法士協会理事でもある竹中佐江子先生をお招きし、訪

問リハの制度の始まりから現在の課題、また今後予測される事案などを時系列的にまとめていただきました。

1 時間の講義でしたが、訪問リハの経験が浅いスタッフでも理解でき、また経験を積んだ実践者でも新たな発

見が見いだせる内容であったと思います。後半には情報交換会としてグループワークを開催し、各施設や個人

で抱えている課題を共有しました。短時間でしたが、その分密度も高く、白熱したグループもあったようです。 

 今回 Web開催ということもあり、訪問リハ分野以外の方や、県外からのご参加も数名いらっしゃり、違った

視点でのご意見もいただけ、とても有意義な時間になりました。 

来年度も引き続き研修会を開催していきたいと思いますのでよろしくお願いいたします。 

  訪問リハビリテーション振興委員会 委員長 岩井宏明 

              （創心会訪問看護リハビリステーション中洲） 

 

学術部身障部門 

『よくわかる高次脳機能障害のリハビリテーション』          2023年 2月 26 日 

金田病院の竹田和也先生をお招きし「よくわかる高次脳機能障害のリハビリテーション」をテーマに研修会

を開催いたしました。当日は 32 名の方々にご参加いただき有意義な時間をすごすことができました。 

学術部身体障害部門では、岡山県の作業療法の発展に寄与できるよう部員一同で活動を行っております。皆

様、是非、研修会にご参加ください。          学術部副部長 渡部悠司（岡山医療専門職大学） 

【参加者の感想】 

私は、脳卒中患者を担当する機会が多く、高次脳機能障害へのアプローチに悩むことも多くあります。竹

田先生の講義では、各症状の特徴をわかりやすく説明され、臨床場面での経験から環境調整や代償手段の例

をいくつか紹介していただきました。その中には、翌日からでも臨床で活かせるような内容も多くあり、と

ても勉強になりました。今回得た知識を今後の臨床に活かし、より良いリハビリテーションを提供したいで

す。                                  久保柚葉（津山中央病院） 

 

私自身、高次脳機能障害者を担当する機会が多く、評価方法の選択や症状の考察に迷う事があります。また、

スムーズに ADL などの実用的動作へ汎化されない経験などにより、臨床力を高めたい思い今回参加を決めま

した。竹田先生の講義の中で実際のケースを紹介しながら、具体的なアプローチ方法について述べられ、とて

も参考になりました。高次脳機能障害は見た目に分かりにくく、患者様ご自身、またスタッフや家族など、周

りも気づきにくい事があります。今回、改めて患者様の Good point や、どのような環境設定であれば、効果

的な ADL が遂行できるのかを作業療法士が適切に評価し、それを他職種と情報共有しながら関わることが大

切だと感じました。早速今後の臨床において実践したいと思いました。      松岡玲衣（岡山大学病院） 

 

 

 

 

サロンで使用できる資料（地域包括ケア推進委員会作成）を県士会ホームページに掲載しています。 
 

 

 

 

 

 

 

 

  どの資料も、とても分かりやすい内容になっています。各 QR コードよりぜひご覧ください。 
地域包括ケア推進委員会 委員長 酒井 英顕（倉敷市立市民病院） 

サロンで使用できる資料 HP に掲載  

認知症の理解と接し方 
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マッチングプラザ 2023（介護サービス博覧会中四国）に県士会ブースを出展します。 

 開催日：6月 13 日（火）・14 日（水） 10：00～17：00 

 会場：コンベックス岡山 中展示場 

 

マッチングプラザ 2023 は、介護サービス事業者、一般企業など約 130 事業者が出展し、生活を支えるサー

ビスをマッチングする場として開催されているイベントです。 

県士会も出展を行い、作業療法に関する相談・クイズ、自助具の展示、パンフレット・広報グッズの配布等

を行い、多くの方に作業療法を知っていただくよう取り組みます。 

一般の方に向けた作業療法のアピール活動は、コロナ禍により自粛していましたが、感染対策を行いながら

徐々に活動を再開しています。会員の皆様も、当日はぜひ県士会ブースにお立ち寄りください。 

 広報部 アピール部門 副部長 谷 有人（旭テクノプラント株式会社） 

 

 

 

 

 

 
第 7 回岡山県地域包括ケアシステム学会学術大会は、令和 5 年 9 月 24 日に川崎医療福祉大学にて開催され

ます。今後、詳細が決定次第、県士会ホームページ、Twitter などでお知らせいたします。 
岡山県地域包括ケアシステム学会学術大会 実行委員長 酒井 英顕 

 

 

 

 

 

テーマ：DCD（発達性協調運動障害）最前線 ～有効な支援方法の確立へ～ 
日 時：2023 年 4 月 22 日（土）・23 日（日） 
開催形式：ハイブリッド開催（現地＋ライブ、オンデマンド） 
会 場：岡山コンベンションセンター 
 
サテライトセミナー 
日 時：2023 年 4 月 23 日（日）15：00～18：00 
開催形式：ハイブリッド開催（現地＋ライブ）※オンデマンド配信はありません。 
会 場：岡山コンベンションセンター 
内 容：セミナー1「適応行動のアセスメント～Vineland-Ⅱ 実施方法編～」 

講師：辻井正次（中京大学現代社会学部現代社会学科 教授） 
セミナー2「感覚面のアセスメントと支援」 
講師：岩永竜一郎（長崎大学生命医科学域 教授） 

詳細は HP をご確認ください。URL：https://med-gakkai.jp/6dcd/ 
 

 

 

 

あいサポート運動は岡山県が実施している運動です。 

「あいサポート」とは「愛情」の「愛」、私の「I」に共通する「あい」と支える、応援する意味の「サポート」

を組み合わせ障害のある人を優しく支え、ちょっとした手助け（＊）をすることを意味しています。 

「あいサポート運動」とは様々な障害の特性を理解して障害のある方が困っていることに対して、ちょっとし

た手助けや心くばり（＊）などを実践することで誰もが暮らしやすい地域社会（共生社会）を目指していく運

動です。 

あいサポート運動を広げよう  

マッチングプラザ 2023 県士会ブース出展 

第 7 回岡山県地域包括ケアシステム学会学術大会 

 第 6 回日本 DCD 学会学術集会 
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＊ちょっとした手助けや心配りの例 

 ・困っていそうな人を見かけたら「何かお困りですか？」と声を掛けてサポートする 

 ・ご高齢の方やお身体の不自由な方に公共交通機関で席を譲る 

 ・必要と思われる方にヘルプマークを紹介する 

（岡山県ホームページより） 

（一社）岡山県作業療法士会は、「あいサポート運動」の趣旨に賛同し、あいサポートの輪を広げる

活動を行っています。 

 

 

 

 

飛び出せ！作業療法士 ～放課後児童クラブでの活動～（後半）  
 
岡山県作業療法士会では平成 28 年度より、岡山県学童保育連絡協議会と連携

し、岡山県内の放課後児童クラブ（以下、児童クラブ）の放課後児童支援員（以

下、支援員）に対して、コンサルテーションでの支援を行う事業を開始されまし

た。 

今回，この事業へ参加している、鶴藤彩先生（放課後等デイサービス がく）に

作業療法の取り組みの様子について竹原（広報部）が伺いました。新年号に続き、

春号では後半を伝えさせて頂きます。 

 

竹原:仕事をするうえでの難しさはどんなところですか？ 

鶴藤先生：児童クラブによって多種多様な環

境があることです。施設ごとで方針が異なってい

るのはもちろんですが、使える場所・物の制限が

ある等、物理的な環境の違いもあります。また、

支援員さんの人数や年齢層、男女比等、人員的な

環境の違いもあります。支援員さんによっても、

考え方や子供達との関わり方も多種多様なので、

それぞれにあった伝え方の工夫が必要です。です

が、こういった違いや、OT と支援員さんの視点が

組み合わさることで、予想以上の結果が得られる

場合もあります。なので、難しいなと感じる反

面、魅力にも感じられるところです。 

その他に、支援員さんは 30～40 人の児童に対

して４人程度で支援されているので、対象児童の

みにずっと関わることは厳しい環境です。こちら

の理想的な意見ばかりを伝えるのではなく、支援

員さんの仕事内容や環境を加味した上で、現実的

に取り組めそうな内容を吟味してお伝えすること

が大事だと考えています。相談内容によってはす

ぐに解決出来ないものもあり、長い目で見ていく

ことや、繰り返し継続することが大切なこともあ

ります。支援員さんにとっては、今すぐに解決し

たい内容でご相談頂くこともあるので、目標設定

の段階付けを一緒に検討したり等、臨機応変な対

応が必要だと感じる事もあります。 

訪問時には見学する１時間でも沢山の情報量が

あり、その場で全てを整理しきれないので、改め

て報告書でお伝え出来るシステムに、とても助か

っています。  

 

竹原： 先生は以前、病院勤務をされており外来で小児の方を対応していたとお聞きしました。実際の地域

へ出て児童クラブで関わることは、違いはありますか？

鶴藤先生：日常的か非日常的な環境下の違い

は大きいと思います。病院は、子供達にとって非

日常的な環境の下、気持ちをくみ取ってくれやす

い大人との関わりです。児童クラブは、子供の日

常的な環境の下、子供同士の関わりで、予想外の

出来事の連続です。限られた空間の一室で、座っ

て絵を描いている子もいれば、その机をジャンプ

で飛び越えて鬼ごっこをしている子もいます。大

人数で活気溢れる空間と、目まぐるしいほどの場

面展開がみられ、日常で過ごす子供達の様子は病

院では中々見られないリアルな姿でした。支援員

さんからの相談内容には、日常の中で生まれる困

り感やトラブル、子供同士の関わりについても多

く、こういった点も普段と違う視点からの介入に

なり新鮮でした。 

病院での介入では、子供の力を最大限に引き出

し伸ばすといった、個の支援が多いと思います。

今回のような地域への介入は、支援員さんを介し

た子供への働きかけだけでなく、取り巻く周囲の

人的・物理的な環境を丁寧に分析し、うまく利用

することも重要だと感じています。児童クラブで

は１～６年生まで在籍しており、異年齢集団の強

鶴藤先生 

ちょっと一息・・・  
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みを生かす方法も支援策として挙がってきます。

例えば、けん玉名人の６年生が key person とな

り、けん玉の活動を通じて、対象児童と他児をつ

なぐ役割を担ってもらうことも、異年齢集団なら

ではの支援策です。１年生の時はお世話される側

だったのが、どの子供達も６年間をかけてお世話

する側に成長します。対象児童が上級生になり、

誰かの key person の役割を担う時もあります。

周りの子供達を良い意味で巻き込みながら、その

時の学年だからこそ出来る取り組みを考えたり、

集団の中で成長する子供達の姿を通じて、日々私

も勉強になっています。 

個別対応だからこそ得られるもの、子供社会の

中で人と人との関わりの中で育んでいくもの、ど

れも子供達に大切なことだなと実感しました。加

えて、地域で子供達を温かく支えて下さる支援員

さんをサポートすることで、更に良い循環へ繋が

ると思っています。OT として学んだことを、微力

ですが地域に還元できるよう、これからも取り組

んでいきたいです。  

 

 

 

 

 

2022年度第 4回理事会抄録 

日時:2022年 11 月 17 日(木) 19：00～21：10 場所：岡山県作業療法士会事務局 Zoomシステムによる Web 会議 

○全会員数 1166 名 入会 7 名 退会 5 名  11 月 17 日現在 

 

審議事項 

◎事務局     

・事務局フォームの問い合わせについて、支部制や県

士会の活動や体制についての意見が寄せられた。総

会や県士会ニュース等で定期的に報告を行ってい

く。 →承認 

・協会特別表彰推薦者について、楢原前会長を推薦す

る。 →承認 

・後援依頼 

NPO 法人岡山県精神障害者家族会連合会主催、「き

ばらしふぇすてぃばる」カラオケ大会の後援 

第 58 回日本アルコール・アディクション医学会学

術総会および第 45 回日本アルコール関連問題学会

主催、2023年度アルコール・薬物依存関連学会合同

学術総会の後援  →すべて承認 

・顧問依頼 

一般社団法人日本老年歯科医学会岡山県支部顧問

就任依頼  →西出会長就任で承諾 

 

◎事業部 

・岡山県のあいサポート企業・団体に岡山県士会と

して登録をし、活動を継続したい。 →承認 

・（一社）岡山県指定自動車教習所協会と共同で

「岡山県下における高次脳機能障害者の講習実施

要領（案）」を作成した。今後は実施要領に基づ

き、統一したルールで自動車運転実車評価・講習

を行いたい。 →承認 

・「岡山県下における高次脳機能障害者の講習実施

要領」の説明会を、岡山県内の指定自動車教習所

を利用して自動車運転支援を行っている作業療法

士（会員・非会員）向けに開催したい。 →承認 

 
◎施設代表者会議 
・各地域に予算を計上。→再検討。次回理事会にて

再度提出。 

・2月頃に第 3 回施設代表者会議を予定。講師：

（案）中村春基会長 GW：（案）各支部の課題、

横のつながりを構築するためには →時期、内容

ともに再検討。 

 

◎地域包括ケア推進委員会 

・県下における地域支援事業の派遣依頼数に対し、

派遣できる県士会会員数が少ない地域に関して地

域別に会員に向け説明会を実施する。本年度は高

梁市より実施する。→承認 

 

報告事項 

◎会長 

・今年度の事業進捗状況表を各理事へ配信する。各

自確認。 

・他団体より、広報誌の執筆依頼があったが 1 か月

も期限のない依頼であった為、他団体や講師依頼

に関して、十分な配慮を求める要望があった。 

・県士会各部員・委員、全員の参加を可能とした理

事会を 1回/年開催してはどうかと考えている。趣

旨としては、部員・委員から直接質問や意見を受

ける場を設ける。 

・公明党政策要望懇談会（11 月 27 日）について、

連盟との協力のもと、政策要望を行う。 

 

◎事務局  

・2023 年度事業計画と予算について、提出締め切  

り 12月末。 

・理事会議事録提出期限の変更について、理事会終了

5 日後。 

・Microsoft Teams について、運用に関しての情報収

集中。 

・岡山市訪問介護インセンティブ事業について、2023

年度も継続。 

 

理事会抄録    
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◎学術部 

○身障部門 

・1月または 2 月で Web研修会開催予定。 

○学会準備サポート委員会 

・3月 19 日第 35回岡山県作業療法学会（Web 学会）

開催予定。 

○学術誌編集部門 

・次年度の特集内容（案）として、作業療法管理。

執筆者の候補を検討中。 

・次年度の研修会について、現行のテーマを継続す

る。その中で、新たな取り組みや投稿の促進に向

けた取り組みの導入も検討を行う。 

・令和 5～6年度の査読委員の依頼者の見直し中。 

 

◎広報部 

○ニュース発行部門 

・理事会にて著作権について勉強会を実施。 

○アピール部門 

・ビブス完成し、20枚を事務局にて保管予定。 

・10月 16日 いきいきふれあいフェスティバル倉

敷開催。 

・10月 29日、30 日 玉野元気が一番展開催。 

 

◎事業部 

・9月 16日～10月 2日 あいサポーター研修開催（動

画配信） 受講者 84 名 

 

◎認知症支援委員会 

・11月 29日 第 12 回デメンシアコングレス（Web

開催）で認知症の人の想いの捉え方と接し 

 方について講師予定。 

・PR 動画について、取り組みを水平展開する。 

 

◎地域包括ケア推進委員会 

◯研修班 

・1月 22 日 応用研修会（Web 研修会）開催予定。 

◯岡山県リハビリテーション専門職団体連絡会 

・リハ職同士の地域連絡会（Web）10 月 27 日（備中南

ブロック）、10 月 21 日（美作ブロック）、11月 11

日（備中北ブロック）開催。11 月 25 日（備前ブロ

ック）開催予定。 

・9月 20 日 山口県防府市と岡山県リハ団体で交流

会（Web）開催。  

・県と協力して全県下の市町村担当者にアンケート

を実施予定。 

・10月 16日 第 1回 SU 研修会（Web研修会）開

催。 

◯OT 協会 

・10 月 30 日 人材育成研修会（Web 研修会）開催、

次年度協会の組織編制、全国 1700 市町村に担当 OT

配置のすすめ方、それぞれの士会でのアクションプ

ランの計画を立案。 

◯地域包括ケアシステム学会 

・9 月 24 日 第 7 回地域包括ケアシステム学会学術

大会 川崎医療福祉大学にて開催予定。 

 

◎保険部 

・2月の平日の夕刻を目処に保険部情報交換会を開催

予定。 

 

次回理事会 令和 5 年１月 19日 

 

 

2022年度第 5回理事会抄録 

日時:2023年 1月 19日(木) 19：00～21：00  場所：岡山県作業療法士会事務局 Zoomシステムによる Web 会議 

○全会員数 1166 名 入会 4 名 退会 2 名  1月 11日現在 

 

審議事項 

◎事務局     

・2023 年度 事業計画・予算（案）について  

→承認 

・定款施行規則 会務の分掌について、調査部を追加 

2023 年 1 月 19 日改定 2023 年 2 月 1日施行

→承認 

・派遣依頼 

 日本精神障害者リハビリテーション学会第 30 回岡

山大会の実行委員に柏原謙造氏（万成病院）を推薦 

→承認 

・後援依頼（4 件） 

1）くらしき語り工房主催、「精神病院のない社会」

自主映画上映会＆対談の後援（名義後援） 

2）岡山県通所介護事業所協議会主催、「令和 4 年度

大規模研修会」の後援 

3）岡山県精神保健福祉センター主催、「精神障害者

にも対応した地域包括ケアシステムの推進に関す

る研修会」の後援 

4）第 6 回日本 DCD 学会学術集会主催、「第 6回日本

DCD学会学術集会主催」の後援 →1）以外、すべて

承認  

 

◎中国地区合同研修会 

・各担当者について 

各士会の報告（大月） 

GW 担当者 

 1）学会運営と学術活動の現状・課題（太田、大

野） 

 2）市町や保健所との連携に関する現状・課題（大

森、酒井） 

 3）士会で取り組む、精神科作業療法における現

状・課題（川上、河本） 

 4）協会が進める「協会員＝士会員」に向けた具体

の検討と課題について（藤川、香川） 

 5）養成教育と卒後研修の連携に関する現状・課題

（森川、妹尾） →すべて承認 
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・今後の中国地区合同研修会の担当理事を妹尾副会

長から新担当者に変更したい。→承認  

 

◎臨床実習指導者養成委員会 

・県士会アカウントを使用し事務局の PC以外の PCか

ら Zoom にサインインする場合、2 要素承認が必要

となる。2要素承認を行う手順を作成し運用したい。

→承認 

 

◎地域包括ケア推進委員会 

・2 月 12 日 協会の地域包括ケアシステム推進委員

会主催地域支援事業への参画推進のための研修会

（Web 研修）開催予定。大塚氏、竹田氏を推薦。

→承認 

 

◎3委員会合同委員会 

・サロンの講師をする際に使用できる講話資料を県

士会 HP に掲載予定。→承認  

 

◎学術部 

○学会準備サポート委員会 

・第 35 回岡山県作業療法学会のスケジュールについ

て、総会などの開催時間の確認。11：30 から総

会、12：30から岡山県 OT 連盟及び活動紹介とし

たい。→承認 シンポジウムについては、企画調

整中。→決まり次第報告する。 

〇新人歓迎研修会 

・日程の第一候補は 6月 11日、第二候補は 6月 3日。

開催方法は現地開催もしくはオンラインとし、3 月

の理事会で審議。→承認 

 

◎広報部 

○ニュース発行部門 

・広報誌巻頭言担当について、令和 5 年春号を牧理

事、夏号を大森理事、秋号を大野理事、令和 6 年

新年号を西出会長、春号を川上理事に依頼した

い。→承認    

 

◎子ども地域支援委員会 

・新型コロナウイルス感染状況として岡山県がレベ

ル 3 に引き上げたが、今回は外出自粛要請が出てい

ないためコンサルを継続したい。→レベル 3 で中止

と決まっているため、その通りとする。 

 

◎組織強化委員会 

・「人材バンク」会員情報登録フォームと設置に関

する案内メールについて。 →再検討  

・県士会 HP内に、常時登録できるようにフォームを

設置する。 →承認  

 

報告事項 

◎会長 

・3月総会後に、士会の活動報告を 2、3 部署にお願

いしたい。 

◎事務局  

・協会表彰推薦者について、楢原伸二氏を推薦で提 

出済み。 
 

◎公明党政策要望懇談会 

・11月 26 日、公明党政策要望懇談会に参加し、作業

療法についての説明と作業療法士を取り巻く現状

の報告を行った。要望は①訪問看護ステーションに

おけるリハ関連職人数制限案反対、②保育・教育機

関における作業療法士の活用、③医療機関における

作業療法士の活用に関する要望書を持参し、各要望

内容の具体的な説明を行う。 
 

◎保険部 

・2 月 21 日 保険部・訪問リハビリテーション振興

委員会合同研修会+情報交換会（Web）開催予定。 

 

◎MTDLP 普及推進委員会 
・11月 27日 MTDLP 指導者養成勉強会（Web 研修

会）開催 

 
◎事業部 

・11月 21 日に岡山県から「あいサポート団体」の認

定を受けた。 
 

◎臨床実習指導者養成委員会 
・12 月 3日、4 日 第 2回臨床実習指導者講習会（岡

山講習会）開催  

 
◎地域包括ケア推進委員会 

◯研修班 

・1 月 22 日 基礎応用研修会（Web 研修）開催予定。 
◯岡山県リハビリテーション専門職団体連絡会 

・地域連絡会について、リハ職間地域連絡会は、備前

ブロック 11 月 25 日、備中北ブロック 11 月 11 日、

備中南ブロック 10月 27 日、美作ブロック 10月 21

日で実施。 

 市町村との地域連絡会は、備前ブロックは調整中。

備中北ブロック 2 月 25 日、備中南ブロック 2 月 3

日、美作ブロック 2月 20日で開催予定。 

・2 月 5日 スタートアップ研修会（Web 研修）開催

予定。  

・地域支援事業における派遣調整について、理事承認

の会員について来年度より派遣要件を満たしてい   

ない会員がいる。また、令和 6 年度からは特定の会

員を指定しての派遣調整はできないことを市町村 

担当者に説明を行う。 

◯地域包括ケアシステム学会 

・9 月 24 日 第 7 回地域包括ケアシステム学会学術

大会開催予定（川崎医療福祉大学）、テーマは「地域

リハビリテーションで支える住民の健康づくり～

みんなで考える こころもからだもかかわりも～」。

演題募集期間は 5 月 1日～31 日。 

 

◎子ども地域支援委員会 
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・1月 8 日 岡山県学童保育連絡協議会主催、学童

保育-作業療法士の情報提供会（Web 開催）に参加

した。人材育成が今後の課題であると挙げた県士

会が多かった。 

・1月 28 日 OT 協会主催、教育領域への作業療法士

参画に向けた意見交換会に理事 2 名が参加予定。 

・2月 1 日 研修会（Web 研修会）開催予定。 

 

◎認知症支援委員会 

・1月 26 日 認知症フォローアップ研修（Web 研修

会）開催予定。 

・2月 4 日 ＧＰ報告会開催予定。 

・1月 29 日「士会における認知症への取り組みを推

進する担当者同士の情報交換会」参加予定。 

 

◎学術部 

○身障部門 

・2月 26 日 研修会（Web 研修会）開催予定。 
○学会準備サポート委員会 

・第 35 回岡山県作業療法学会の演題について、13 演

題採択。 

・第 36 回岡山県作業療法学会について、学会長の公

募を開始する。 

 

◎広報部 

○ニュース発行部門 

・広報誌 新年号 No132 1 月 15 日発行 

・HP 修正について、研修会・イベント表示方法変

更、賛助会員規程差し替え、事業報告・決算掲

載。子ども地域支 援委員会のお問い合わせ入力

フォーム一部修正。 

次回理事会  3 月 16 日  

 

 

 

重要(お願い）登録情報の確認・修正について 
岡山県作業療法士会における会員の皆様の登録情報の管理は、日本作業療法士協会会員管理システムに

て管理(1 本化）しています。登録情報の確認・修正は、日本作業療法士協会ホームページの会員ポータル

サイトよりお願いします。登録情報に誤りがある場合、発送物が届かなくなる可能性もございます。会員

情報(付帯情報)の入力が完了しておられない方は必ず登録をお願いします。 
発送について 
日本作業療法士協会の発送区分に従い送付する事となりますのでよろしくお願いします。 

岡山県作業療法士会の入会・退会・休会について 
岡山県作業療法士会ホームページの入会・退会・所属変更をご参照下さい。 

休会については、日本作業療法士協会を休会されると、自動的に県士会も休会になります。休会を希望さ

れる方は、日本作業療法士協会のホームページをご参照ください。 

年会費について 

会員年会費:１０,０００円 

新入会員：１１，０００円(年会費＋県士会入会金１，０００円) 

原則、全会員が自動引き落としでの会費徴収となります。まだ、申し込みをされていない方は至急申し

込みをお願いいたします。申し込み用紙を紛失された方は事務局までご連絡ください。 

会員増加により会費の処理業務も大変になっています。ご協力をお願いいたします。 

※自動引き落としの申し込みをされていない方は 3 月末までに入金をお願いします。定款規約第 10

条第 1 号の 3 項に基づき、2 年未納の方は除名になるおそれがありますのでご注意ください。 

振込先 中国銀行 奉還町支店 普 １９２１６７１ 

一般社団法人岡山県作業療法士会 代表理事 西出康晴 

研修会参加費について 

該当年度の会費未納者は研修会参加費が非会員扱いとなっています。 

自動引き落とし申し込み済者は会員扱いとなります。研修会へ参加される 1 週間前の時点で入金が 

確認できない場合は、非会員扱いとなりますのでご注意ください。 

    
  

事務局長：藤川 信  万成病院 県士会専用 TEL ０８６－２５６－２７０１ 

              FAX ０８６－２５６－２７０２     

E-mail  okaot_jim@okayama-ot.or.jp 

事務局より    
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■募集人員　作業療法士　正職員2名（回復期リハ病棟、地域包括ケア病棟、通所訪問リハなど）

■基本給：193,620～233,140円　■賞与：年2回　年間4.91ヶ月（前年度実績）

■手当：通勤（上限22,000円）、住宅、扶養、勤務準備手当として出勤日数×500円　等

■勤務時間：8：30～17：00 　■休日　年間120日前後 土日祝日出勤あり 完全週休2日制

問い合わせ先　〒710-0051  岡山県倉敷市幸町2-30　086-422-3655（代）　担当：リハ部　西濱

医療法人創和会　しげい病院　～回リハから在宅まで～

ホームページ
https://shigei.jp/

施設名　　医療法人三水会　田尻病院

 

 

○求 人 数　作業療法士　2名
○給　　与　基本給 200,000円～270,000円
○諸 手 当　家族手当：1人5,000円（最高2人まで）、資格手当：10,000円、出勤手当：13,000円、交通費：実費
○賞　　与　年2回　年間3.78ヶ月（前年実績）
○勤務時間　8：30～17：00（休憩1時間　7.5時間勤務）、年間休日105日+コロナ特休、誕生日休暇、慶弔等特別休暇
○問合せ先　医療法人三水会　田尻病院

 

〒707-0003  岡山県美作市明見550番地の1　　担当：安藤　　電話：0868-72-0380
URL 　https://www.tajirihp.or.jp
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橋本義肢製作（株）は、
おかげさまで創業80年を超えました。
　　　　　　　(1940年　昭和15年　創業）

今までの技術を残しながら、
新しい技術や知識を積極的に取り入れ、
新しい分野を今以上に創造できるよう、
努力いたします。
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岡山市北区津島東4-19-27
駐車場完備

岡山大学

ナビ薬局

理大正門

������������ ������������
岡山市北区庭瀬498-2

駐車場完備

吉備小
ファミリー
マート

吉備
郵便局

⬅倉敷

吉備中

庭瀬
交差点

NTT
162

聖武福祉会
一般社団法人

想
い

理
念

法人代表は作業療法士で、

重度の障がいがある兄と一緒に過ごす中で

本当に必要と感じた福祉サービスを提供したい

という想いで創業しました。

事業拡大に伴い、随時スタッフ募集中です。
児童福祉・障害福祉にご興味のある方はお問合せください。

会
社
の
理
念
と
し
て
、

ス
タ
ッ
フ
の
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幸
の
上
で
、

産
前
・
産
後
ケ
ア
か
ら
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う
、

今
後
様
々
な
事
業
展
開
を
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

他の事業所ではリハビリスタッフ1人のところが多いですが、当事業所は複数名リハビリスタッフがおり、一緒に学びながら療育をすることができます。

14

一般社団法人　岡山県作業療法士会ニュース　No.1332023年4月15日発行



15

一般社団法人　岡山県作業療法士会ニュース　No.133 2023年4月15日発行



本部
〒710-1101 倉敷市茶屋町2102-14
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東洋羽毛中四国販売株式会社 岡山営業所

〒700-0845 岡山県岡山市南区浜野4-3-37 0120-224711
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賛助会員

A 会員 
吉備国際大学 作業療法学科 

医療法人 万成病院 

橋本義肢製作株式会社 

株式会社 アール・ケア 

株式会社 リスコ 
 

訪問看護ステーション タウンサークル 

株式会社 創心會 

就労移行支援 ハートスイッチ 

オージー技研株式会社 

一般社団法人 聖武福祉会 

B 会員 
株式会社 舟木義肢 

株式会社 オアシスジャパン 

東洋羽毛中四国販売株式会社岡山営業所 

ノーイン株式会社 

株式会社 アークリード 

 

 
岡山県作業療法士会ホームページ        

 
 https://www.okayama-ot.or.jp          
最新情報・研修会詳細などは、 

ホームページをご覧ください。 

 

 

 

 

 

 
◇編集後記 

 新型コロナの感染が確認されて３年が過ぎましたね。コロナ前の休日は外出しない日がなかった生活が、自

粛によりすっかり自宅で 1 日過ごすことに苦痛を感じなくなり、自宅での楽しみ方を発見し、リモート会議の

便利さも体験し、もはや外出がおっくになってしまったこの頃です。そんな中、感染対策は大きな転換点を迎

えようとしています。職場でも対策を熟慮されていることと思います。自粛生活で得られたよい部分を残しつ

つ、良い方向に向かってくれることを期待しています。 
今号もニュースを最後まで読んでいただきありがとうございました。季節の変わり目、皆様お体をご自愛く

ださい。                                          （M.T） 
 

 

一般社団法人岡山県作業療法士会ニュース 年 4回発行(1、4、7、10 月) 
 

◇求人広告 1/4頁 2500円 1/2 頁 5000 円 （詳細は HP もしくは広報部 杉本まで） 
 

発行人：西出康晴 

発行所：〒700－0071 岡山県岡山市北区谷万成1-6-5  万成病院内 一般社団法人岡山県作業療法士会事務局 

  TEL 086-256-2701   FAX  086-256-2702  

印　刷：ノーイン株式会社  
投稿先：〒702-8053 岡山市南区築港栄町 2-13 佐藤病院  杉本 努 

    TEL 086-263-6622 FAX 086-264-6769  E-mail  okaotnews@hotmail.com 

   一般社団法人 岡山県作業療法士会 令和 5 年 3 月 10 日現在 
 

会員数 1158 名 

公式Twitter 

登録はこちらから 
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